
新たな『水辺を活かしたまちづくり』が始動します！

島田市、岐阜市、中津川市、本巣郡北方町の新規「かわまちづくり」計画
～新規登録されました～

～「かわまちづくり」計画の登録証の伝達式を行います～

しまだ し ぎふし

《今回、新規登録された計画・伝達式について》 計画概要は別紙をご参照下さい。

□大井川蓬莱橋右岸かわまちづくり（島田市）
日 時：令和3年3月29日（月）13:45～14:05
場 所：島田市役所 市長応接室 所在地：静岡県島田市中央町1-1
出席者：島田市市長、中部地方整備局長ほか
※「都市・地域再生等利用区域」も同時に指定されました。

□ぎふ長良川鵜飼かわまちづくり（岐阜市）
日 時：令和3年3月26日（金）10:00～10:30
場 所：岐阜市役所 市長応接室 所在地：岐阜市今沢町18
出席者：岐阜市市長、中部地方整備局長ほか
※「都市・地域再生等利用区域」も同時に指定されました。

□天王川曲路地区かわまちづくり（本巣郡北方町）
日 時：令和3年3月25日（木）14:00～14:30
場 所：北方町役場 ２階 応接室 所在地：岐阜県本巣郡北方町長谷川1-1
出席者：北方町町長、中部地方整備局河川部長ほか

□中津川市かわまちづくり（中津川市）
日 時：令和3年3月29日（月）11:00～11:30
場 所：中津川市役所 ４階 大会議室 所在地：岐阜県中津川市かやの木町2-1
出席者：中津川市市長、中部地方整備局河川部長ほか

令 和 3 年 3 月 1 9 日
中 部 地 方 整 備 局

＜解禁指定＞なし ＜配布先＞中部地方整備局記者クラブ

＜問い合わせ先・取材事前登録＞ ご取材は、※の担当まで事前の登録をお願いします。
（かわまちづくり支援制度に関すること）

全 般：中部地方整備局 河川部 河川環境課 課長 末松義康 052-953-8151(直通)
県管理河川：中部地方整備局 河川部 地域河川課 課長 杉山紀行 052-953-8257(直通)

（島田市かわまちづくり計画に関すること）
中部地方整備局 静岡河川事務所 副所長 三浦弘禎 054-273-9100 (代表) ※取材申込先
島田市 産業観光部 観光課 観光交流係 茂川裕行 0547-36-7163（直通）

（岐阜市かわまちづくり計画に関すること）
中部地方整備局 木曽川上流河川事務所 事業対策官 高橋由典 058-251-1321(代表) ※取材申込先
岐阜市 ぎふ魅力づくり推進部 ぎふ魅力づくり推進政策課 政策係長 河合博史 058-265-3980（直通）

（本巣郡北方町かわまちづくり計画に関すること）
北方町 都市環境課 主幹 宮﨑 資啓 058-323-1114（直通） ※取材申込先

（中津川市かわまちづくり計画に関すること）
中津川市 リニア都市政策部 リニア駅周辺整備課 課長 林 宣彦 0573-68-2130（直通） ※取材申込先

なかつがわし もとすぐんきたがたちょう

“かわまちづくり”とは、地域が持つ「資源」や地域の創意に富んだ「知恵」を活かし、地域活性化や観光振興などを

目的に、市町村や民間事業者、地域住民等と河川管理者が各々の取組みを連携することにより「河川空間」と「ま
ち空間」が融合した良好な空間を形成し、河川空間を活かして地域の賑わい創出を目指す取組です。

てんのうがわ すじかいちく

おおいがわ ほうらいばし うがん

ながらがわ うかい

なかつがわし
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１ 経 緯
大井川蓬莱橋左岸の周辺整備は、国の認証を受けた「大井川宝来地区かわまちづくり計画（計
画期間：平成29年度～令和３年度）」に基づき進めている中、対岸の「右岸」への注目が高ま
り、かわまちづくりの取り組みを拡大展開する機運が醸成されました。
そのため、市としては左岸整備同様、国の支援、関係団体等との連携を図りながら整備を進め
ることが可能となる「大井川蓬莱橋右岸かわまちづくり計画」を策定することとしました。策
定に際しては、「島田市大井川ミズベリング協議会」に検討部会を設置するなどして、蓬莱橋
両岸が一体となったさらなる魅力化を踏まえたものとしております。

２ 基本方針
大井川蓬莱橋両岸を魅力化して結びつきを強化するとともに、拠点性を向上させ、来訪者を点
ではなく面（地域全体）で受け入れ、島田市の地域活性化に寄与することを基本方針とします。
※観光戦略プランにおいては、「観光で稼ぐ地域」の実現に向けたプロジェクトとして、「川
越遺跡・蓬莱橋エリア」を歴史文化を守り活用する拠点として位置づけ、蓬莱橋の活用につ
いては、かわまちづくり計画に基づく両岸整備の中で、景観に即した趣のある滞在空間を創
出することを方針としています。

「大井川蓬莱橋右岸かわまちづくり」
～蓬莱橋周辺の魅力化と拠点性の向上～

お お い が わ ほ う ら い ば し う が ん

※今後、工事実施のための詳細な設計等を実施することにより、実施内容を
変更する場合があります。

坂路

⼩径

広場(整地・張芝)

カフェ
⽔辺アウトドア

親⽔
マルシェ等に活⽤

蓬莱橋
ぼんぼり祭り
観⽉会などの
お祭り開催

既設展望台の
ビュースポット
としての活⽤

利活用イメージ

※斜体は活⽤イメージ

蓬莱橋右岸
「⼤井川蓬莱橋右岸かわまちづくり」

⼤井川

蓬莱橋

多目的河川敷道路
「大井川マラソンコース リバティ」

蓬莱橋左岸
「大井川宝来地区かわまちづくり」

蓬莱橋ぼんぼり祭り 897.4（やくなし）茶屋

kawamura-a85aa
テキストボックス
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長良川の川原町・鵜飼屋地区は、古くから河川利用が活発な地域で、長良川の雄大な流れや風光明媚な
景観、豊かな自然の癒しを求め、日々、川のほとりを散歩する人々の姿も多くみられ、四季を通じて、多
くの市民に親しまれ、岐阜市民の心の拠り所となっています。国の重要無形民俗文化財に指定された「ぎ
ふ長良川の鵜飼」は、近代以降に船頭や旅館業者をはじめとする多くの地域住民が携わる重要な観光事業
として発展し、観覧船造船技術とともに、伝統的な川文化が伝承されています。岐阜城・金華山や岐阜公
園等とともに、岐阜市を代表する観光拠点となっており、食文化や伝統文化に触れられるなど観光客にも
親しまれています。

③川原町エリア

ぎふ長良川の鵜飼

～川原町・鵜飼屋地区の今～

1300年以上の歴史を持つ
ぎふ長良川の鵜飼

かつて川湊で栄えた川原町界隈は、伝統工芸の
岐阜提灯や和傘の店が並ぶ

「ぎふ長良川鵜飼かわまちづくり」
な が ら が わ う か い

～長良川の歴史、文化、景観を１０００年先も継承し続ける持続可能な地域を目指して～

～長良川の川原町・鵜飼屋地区とは～

③川原町エリア

プロムナード

②長良橋上流左岸エリア

河道内に停泊する鵜飼観覧船が洪水時流失
土砂が堆積し、砂礫河原が樹林化

長良川や金華山など、自然豊か
な景観が形成される。

金華山、長良川を有する景観

豊かな自然、歴史的・文化的な資源を有する川原町・鵜飼屋地区ですが、鵜飼開催期間以外は人出が減
少します。また、頻発する洪水による鵜飼観覧船流失に加え、樹林化が進行しており、この地区の特徴で
ある砂礫河原の景観が失われつつあります。

そのため、原風景の再生や地域住民の憩いの空間を保全するとともに、「まちづくり」と「かわづくり
」が一体となった地域の活性化及び新たな水辺空間の創出が求められています。

①鵜飼屋地区
（長良橋上流右岸エリア）

土砂堆砂と樹林化鵜飼観覧船ドック

①鵜飼屋地区（長良橋上流右岸エリア）

プロムナード沿いに軒を並べる旅館からは、
長良川を眺めることができる

②長良橋上流左岸エリア

歴史的町並み 伝統工芸岐阜提灯

長良川温泉旅館街 プロムナード

岐阜公園

岐阜城

直轄管理 別紙-2



旧いとう旅館整備・活用

②長良橋上流
左岸エリア

①長良橋上流右岸エリア

マルシェ型イベントの開催 川舟スクール（船頭体験教室等）

基盤整備
水辺アウトドア

マルシェ等に活用

坂路整備
河道維持や船揚に活用

駐車場

鵜飼観覧船等の退避場

鵜飼船等船着場

階段護岸・スロープ
砂礫河原へのアクセスに活用

水辺拠点の創出

～将来イメージ～

岐阜市が多くの民間事業者やそれを取り巻く関係者の方々と協議を重ね策定した「ぎふ長良川鵜飼か
わまちづくり計画」は、岐阜市市政運営の理念の一つである「魅力とにぎわいを生み、成長を引き出す
活力づくり」を念頭に、景観形成や環境に配慮しつつ長良川の自然や人々の営みを物語る歴史や文化と
いった地域ならではの資源を磨き上げ、国内外に発信し、市民のシビックプライドの醸成と地域経済の
活性化につながることで、1000 年先も継承し続ける魅力と賑わいに満ちた持続可能なかわまちづくりを
目指していきます。

プロムナード

③川原町
エリア

岐阜公園

岐阜城

夜市の開催

鵜飼観覧船を
活用した水上座敷

鵜飼桟敷

①長良橋上流右岸エリア：プロムナードの補修や都市・地域再生等利用区域の指定等により、新しい鵜飼の楽し
み方、プロムナードの日常的な営利活動により賑わいを創出。

②長良橋上流左岸エリア：河道掘削・護岸整備等による治水機能の向上に加え、砂礫河原を有する長良川らし
い景観の再生、川原町からのアクセス向上及び新たな水辺拠点創出による水辺利用
の促進、賑わいを創出。また、鵜飼観覧船の船揚を可能とし、洪水時の流失を抑制。

③川原町エリア ：旧いとう旅館整備・活用による歴史的・文化的景観の魅力向上。

～整備コンセプト～

「ぎふ長良川鵜飼かわまちづくり」
な が ら が わ う か い

～長良川の歴史、文化、景観を１０００年先も継承し続ける持続可能な地域を目指して～



「天王川曲路地区かわまちづくり」
～河川内広場と広域交流拠点の融合により、賑わいを創出します～

きたがたちょうすじかい

北方町曲路地区では、新たな魅力あふれる活力の場を創出し、地域活性化を図るため、

商業施設を整備する広域交流拠点整備事業を実施しています。

これに合わせ、隣接する天王川を管理する岐阜県において、高水敷（河川内広場）や、

ウォーキングコースなどを整備し、両施設を活用したイベントを行うなど、曲路地区に訪れる

方々に、さらなる賑わいの創出を図ります。

■一級河川木曽川水系天王川 （岐阜県本巣郡北方町）

小柳２

交差点

川に親しめる、憩いの空間に変わります！

この空間が・・・

水辺で遊べます♪
川を見ながら語れます💖

広場で遊べます♪

て ん の う が わ す じ か い

※今後、工事実施のための詳細な設計等を行い、実施内容を変更する場合があります。

県管理 別紙-3



「中津川市かわまちづくり」
～街道と清流の行き交うリニアの駅前に、さらなる賑わいを創出します～

せんだんばやし

令和９年（2027年）、リニア中央新幹線の開業に合わせ、中津川市千旦林地区の ＪＲ

中央本線 美乃坂本駅に近接して、リニア岐阜駅（仮称）が整備されます。

これに合わせ、隣接する千旦林川を管理する岐阜県において、駅周辺の土地区画整理

事業と一体となり、恵那山の眺望を活かし、千旦林川沿いを回遊できる空間を整備します。

■一級河川木曽川水系千旦林川 （岐阜県中津川市）

水辺から恵那山も眺望できる、憩いの空間に変わります！

な か つ が わ し

※今後、工事実施のための詳細な設計等を行い、実施内容を変更する場合があります。

かわまちづくり事業箇所

美乃坂本駅周辺が・・・

水辺でティータイム💖

模型による検討中！

駅周辺で買物して水辺へ♪

リニア岐阜県駅

県管理 別紙-4
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河川をにぎわいのある水辺空間として積極的に活用
河川敷地での営業活動は原則、認められませんが、「都市・地域再生
等利用区域」を指定することで、河川とそれに繋がるまちを活性化す
るため、市町村、民間事業者及び地元住民と河川管理者が連携し、川
の魅力やロケーション、地域のまち空間を活かしたイベント開催、
オープンカフェやバーべキュー場などの営業活動を行うことが可能と
なります。

都市・地域再生等利用区域指定による
～河川空間のオープン化～

参考

中部地方整備局における活用例

●利用可能な施設（例）
広場、イベント施設、船着場等と一体をなす飲食店、売店、オープン
カフェ、キャンプ場等
全国には水上コンサート施設、グランピング施設等で他にも水辺のま
ちが活性化された例が多数あります。

狩野川「かのがわ風のテラス」
ナイトマーケット

大井川「蓬莱橋周辺地区」
やくなし茶屋

狩野川「伊豆ゲートウェイ函南」
イベント時のキッチンカー

矢作川「白浜・千石公園地区」
豊田スタジアムと連携


	●直轄管理　
	スライド番号 1
	スライド番号 2

	●県管理　
	スライド番号 1

	●参考　
	　河川をにぎわいのある水辺空間として積極的に活用�河川敷地での営業活動は原則、認められませんが、「都市・地域再生等利用区域」を指定することで、河川とそれに繋がるまちを活性化するため、市町村、民間事業者及び地元住民と河川管理者が連携し、川の魅力やロケーション、地域のまち空間を活かしたイベント開催、オープンカフェやバーべキュー場などの営業活動を行うことが可能となります。




